
いよいよ追い込みの時期。何事にも全力で取り組もう！ 

 朝晩はだいぶ冷え込む日が増し、教室から臨む木々もしだいに赤や黄色に色づいてきました。学習や運動に最適の

季節となりました。３年生においては、１０６名が受験する「大学入学共通テスト」まで約２ヶ月となりました。ま

た、大学から専門学校まで８９名が挑戦する学校推薦型選抜の入試は、今月がピークとなります。いよいよ受験期と

なり、これからの数ヶ月の過ごし方次第で皆さんの進路が大きく左右されます。全力で頑張ってください。１・２年

生は、現学年の成績や文理選択･コース選択に繋がる大切な行事が続きます。この１１月がそれぞれの学年や高校生

活の中でどのような意味を持つかを認識し、真剣に授業に取り組むとともに、毎日の生活パターンや時間の使い方、

学習習慣を見直してください。各学年ともいよいよ「まとめ」と「追い込み」の時期です。今までに蓄えた力を発揮

し、目標を持って充実した毎日を過ごしましょう。 

《１１月の進路関係行事》 

11日（金）        コース選択ガイダンス（１年） 

25日（金）        進路学習調査② 

             公務員講座⑦（１・２年） 

30日（水）～12/2（金）  定期考査Ⅳ 

 

☆ 就職・公務員試験について 

９月半ばから始まった、学校推薦による民間企業の入社試験において、11/8現在１１名が内定を得ています。 

また、公務員試験では、国家公務員1名、地方公務員１名、警察官４名、自衛官３名（延べ数）が１次試験に合格 

しています。 

   

学校推薦就職内定状況 

企 業 名   企 業 名 

アイリスオーヤマ株式会社つくば工場 株式会社レフィーユ 

アルフレッサ株式会社 共同クレハブローボトル株式会社 

株式会社アールビー プリマハム株式会社茨城工場 

株式会社アドバンス 三菱商事ライフサイエンス株式会社 

株式会社ＯＨＧＵＲＯ ロンシール工業株式会社土浦事業所 

株式会社フジキン  

 

☆ 小論文対策について 

   今月からいよいよ学校推薦型選抜の入試がスタートします。小論文が課されている人はしっかり対策をして合

格を確実なものとしてください。 

1.出題傾向を把握する 

志望校については過去5年分くらいを調べ、出題傾向と設問形式(資料分析型、課題文型、ディベート型など)

を把握するとともに他大学の同じ系統の学部・学科の問題にも目を通して出題傾向を把握しておきましょう。 

2.書き方を身につけ頻出キーワードをチェックする 

一般に小論文を評価する観点は、①与えられた課題を正確に読み取れているか ②自分の意見を合理的な理由

とともに主張できているか ③文章をわかりやすく構成できているか等です。文字数の制限や原稿用紙の使い方

が守られていないと採点対象にならないこともあります。文章は簡潔にまとめ、文末は「だ・である」で統一し、

問題提起･意見提示･展開･結論の 4 部構成として文字数は指定の 9 割以上書くことを心掛けてください。また、

その年のニュースに関する新聞の社説や記事、見出しなどからもキーワードをチェックしておきましょう。 
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  3. 書き、添削を受けることを繰り返す  

論述する問題･テーマとそれに対する自分の意見をメモしたら、とにかく書いてみることです。何よりも論述

が設問に沿ったものになっていることが大切です。書き直しは当然です。制限時間を意識し、1日 1本のペース

で書き込んでください。 

 

☆ 進路情報 

●専門学校の選び方 ～認可校と無認可校～ 

① 理解しておきたい、認可校と無認可校の違い 

「認可校」とは都道府県知事の認可を受け、職業教育を行う高等教育機関（専門学校）を指します。一

方、この認可を受けていない教育機関（学校）が「無認可校」で、こちらは正確には専門学校ではありま

せん。両者の簡単な見分け方として、校名に「専門学校」を冠しているかいないかがあります。ただ、校

名に「専門学校」を冠していない認可校もあるので、説明会や電話などで確認しましょう。 

② 最終学歴や学割の有無など、認可校と無認可校の差は大きい 

 認可校が満たすべき条件として、「学生数40人以上」「年間授業時間数800時間以上（夜間は450時間以

上）」「修業年限1年以上」の３つが設けられています。また、認可校のメリットとしては、通学定期券の

購入が可能であること、学割の適用があること、そして、一定の条件（修業年限2年以上、授業時間数1700

時間以上）を満たせば卒業後に「専門士」の称号が付与されるといったことが挙げられます。  

     一方で、無認可校には規定らしきものはありません。更に、明らかに認可校よりも不利になるが「学歴」

で、無認可校を卒業しても最終学歴は「高卒」となります。また、学割も適用されず、定期券は原則通勤用

を購入することになります。（一部、通学定期券がみとめられている学校もあります。） 

③ 無認可校の中身は千差万別 

 専門学校選びで特に大切な要素である「授業時間数」も、無認可校では決まりがない分、学校によって

本当にさまざまです。中には、授業時間数と学費のバランスが適正とはいえない学校もありますので、こ

の点は必ず確認しましょう。 

④ 腕がものをいう業界なら、教育力の高い無認可校で腕を磨く選択肢も 

 では、無認可校がすべて悪いのかというとそういうわけではなく、上記に挙げた学歴のデメリットなど

を含めた「認可校との違い」をまず理解しておくことが重要です。というのも、少数ですが、無認可校の

中には認可校以上に充実した教育内容を誇り、関連業界で素晴らしい就職実績を上げている学校が存在す

るからです。これらの学校は肩書よりも技術がものをいう分野であることが多く、「高卒」と「専門学校

卒」の差がキャリアにさほど影響しないといえます。最初から無認可校と理解した上で、確かな技術を磨

くために門をたたくのであれば、選ぶ価値があるといえるでしょう。 

                                           （参考：進路企画） 


